
に
多
い
。
こ
れ
こ
そ
、
異
書
が
他
書
の
彊
記
を
ゆ
る
さ
な
い
駈
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
｝
つ
の
特
徴
は
、
事
情
や
む
を
得
ず
し
て
搬
太
に
よ
る
と
し
て

も
、
最
も
よ
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
に
努
力
し
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
，
．

難
㎝
讃
と
総
悩
せ
ら
れ
る
抽
似
幽
兄
ド
†
・
氷
佃
副
乳
語
聾
「
、
雷
篇
雅
竿
氷
蜜
鼻
V
醜
∵
の
…
甥
噺
【
」
つ
い
て

は
、
梅
際
臨
±
の
手
舗
…
に
か
・
・
り
、
内
藤
乾
士
ロ
氏
の
所
藏
せ
ら
れ
る
精
捕
に

よ
り
、
從
來
よ
り
も
解
讃
の
歩
を
進
め
得
た
こ
と
の
醜
き
、
そ
の
妊
例
で
あ

ら
う
。本
曽
の
刊
行
を
紹
介
し
、
あ
は
せ
て
、
交
通
不
便
の
地
に
、
時
に
は
身
遊

の
軍
資
を
さ
へ
威
｝
じ
な
が
ら
、
こ
の
專
業
を
達
成
せ
ら
れ
た
編
…
嚢
の
欝
苦
に

鋤
し
て
敬
意
を
さ
㌧
げ
た
い
。
更
に
、
吾
入
は
、
瓢
湖
だ
け
で
は
た
く
、
北

支
に
鞭
て
も
南
災
に
於
て
も
、
こ
の
種
の
野
業
に
野
手
で
き
る
日
が
惹
く
來

て
ほ
し
い
と
籍
熱
す
る
も
の
で
あ
る
．
し
　
（
四
六
倍
捌
、
工
六
一
頁
、
脳
版
十

四
、
昭
和
十
照
午
三
邦
、
南
離
洲
悪
道
秣
式
倉
勲
爽
行
、
昨
賀
贔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
外
山
軍
治
）

列
強
現
勢
更
・
東
中
敵
襲
豆
乳
　
類

伸
蓑

　
思
ふ
に
、
愛
協
は
必
ず
し
も
最
後
の
解
決
で
は
な
い
。
か
の
ヅ
エ
ル
サ
イ

ユ
謹
選
は
、
歴
史
と
海
．
然
と
を
無
観
し
た
八
爲
的
膿
制
で
あ
り
、
　
一
種
の
愛

協
と
も
云
ふ
ベ
キ
㌧
も
の
で
甲
幽
る
．
・
で
し
て
麓
ハ
の
和
傑
に
來
る
ベ
キ
・
駆
…
史
の
照
明
程

は
、
こ
の
螢
協
に
…
諾
し
て
求
め
ら
れ
た
緊
緊
で
あ
っ
た
、
パ

　
「
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
世
界
大
聾
後
の
が
エ
ル
サ
イ
ユ
撫
約
が
強
ひ
て

作
っ
た
爽
中
欧
諸
國
の
新
地
城
雲
霧
鋼
を
指
し
て
、
串
央
難
…
ロ
ッ
パ
を
バ

ル
カ
ン
化
し
た
と
云
っ
た
が
、
實
に
東
ゆ
鰍
の
蕨
形
勢
は
、
そ
の
入
種
酌
分

布
か
ら
見
て
も
叉
纏
濟
的
條
件
か
ら
見
て
も
、
極
め
て
複
雄
な
も
の
で
、
幾

多
紛
璽
の
種
子
を
將
來
に
含
ん
で
屠
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
7
百
コ
十
七
頁
｝
、

こ
の
幾
多
の
紛
雫
を
歴
突
的
に
解
明
せ
ん
と
ず
る
の
が
、
太
書
の
使
余
な
み

で
あ
る
、
．
、

　
我
々
が
現
代
の
繊
洲
、
諾
情
勢
に
眼
を
．
薫
ず
る
時
、
そ
こ
に
浮
ぶ
疑
問
の
課

題
と
し
て
、
侮
故
翫
界
火
戦
後
の
オ
…
ス
卦
リ
ア
は
濁
立
形
態
を
維
持
し
得

な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
と
叫
ぶ
で
あ
ら
う
。
こ
の
問
題
に
…
饗
し
て
鶉
藩
は

根
太
原
囚
と
し
て
の
物
．
質
的
叢
叢
と
罠
族
言
託
と
に
就
て
説
明
し
て
讐
ら
れ

る
。
麟
．
ち
、
　
、
大
志
戦
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
國
災
の
工
塾
本
方
爾
の
所
響
は
義
民
憂

舟
入
の
三
．
分
の
瓢
を
占
め
、
之
を
人
口
楡
構
成
上
か
ら
見
る
と
、
工
業
・
．
鑛
桀
・

商
業
・
交
通
浬
輪
業
等
の
從
葉
蒋
合
計
は
、
総
入
墨
に
饗
す
る
凹
全
…
∵
三
％

で
あ
る
。
」
ハ
酉
六
十
八
頁
）
所
か
、
｝
，
農
林
業
人
口
は
僅
か
に
…
二
十
胴
・
七
％
と

云
ふ
不
均
等
な
激
字
を
…
爪
し
、
更
に
農
耕
塊
歓
乏
の
程
度
は
一
暦
甚
し
く
、

総
画
積
に
鋤
す
る
農
耕
地
の
知
合
は
僅
か
に
二
十
三
％
に
渦
㎝
ぎ
な
か
っ
た
こ

（
頁
六
三
九
頁
）
、
か
く
て
、
「
穀
物
の
不
昆
、
中
小
商
エ
一
山
袈
…
乃
歪
小
市
昆

麿
の
充
嚇
灘
　
　
こ
れ
が
世
界
大
戦
、
後
の
新
オ
ー
ス
ト
リ
ア
國
家
を
彩
r
る
一
つ

の
原
色
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
‘
緊
百
七
十
頁
）
、
　
こ
の
や
う
に
、
一
，
新
し
い
オ

ー
ス
ト
リ
ア
は
工
業
顯
と
な
っ
た
が
、
彌
も
其
の
資
本
主
義
的
な
難
壁
は
外

國
番
ハ
木
に
冬
至
っ
て
、
出
嫌
㍗
さ
れ
た
も
の
で
、
籔
姻
オ
ー
フ
、
ト
リ
ァ
は
獄
丁
乱
の
物

質
的
要
件
を
　
簸
い
て
贋
る
亀
の
で
あ
っ
た
匹
｝
∴
口
七
癖
一
頁
▽
、
更
に
著
者
は

其
の
斑
摺
問
題
に
讐
及
せ
ら
れ
て
騰
る
郎
ち
、
一
、
オ
…
ス
ト
リ
ア
の
國
梓
三

家
主
義
の
膿
系
重
爆
刻
に
矛
盾
し
た
も
の
は
な
／
・
、
鋼
の
、
ば
、
ド
ル
フ
ス
や

勃G3〆く

藤

介

第
二
十
瞬
巷
　
第
蹴
號

一
四
九



YIJ
’敵

介

シ
ユ
シ
ユ
ユ
ッ
ク
が
羅
國
職
線
を
織
成
し
て
牽
チ
・
隔
に
饗
．
抗
し
た
聴
、
、
瀦
國

」
王
義
は
斑
佑
朕
釣
師
、
皿
石
を
全
∵
、
屍
支
い
て
居
り
、
こ
エ
で
は
組
國
一
蹴
は
民
帖
蕨
愛
と

結
び
付
か
ず
、
否
む
し
ろ
眞
毘
顧
か
ら
衝
突
し
た
の
で
あ
る
一
、
」
へ
二
百
購
頁
）
、

か
く
て
、
「
オ
ー
・
ヘ
ト
リ
ア
に
於
て
は
、
蕨
國
愛
の
豊
酬
…
は
排
外
主
義
的
な
燭

裁
政
治
の
確
立
に
何
等
の
決
定
蜻
…
な
役
鷲
…
を
演
ぜ
ず
、
そ
れ
故
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
肱
付
桃
階
」
激
は
古
墨
濡
倉
鍛
…
た
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
灘
鵡
秋
や
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

復
縣
問
題
を
持
ち
出
し
て
、
銚
　
外
主
義
の
代
理
を
務
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、

さ
う
い
ふ
薦
時
代
め
守
札
が
最
皐
何
等
の
威
力
を
も
持
ち
偲
な
い
こ
と
は
、

た
と
へ
下
男
階
級
．
の
嚢
で
・
も
有
識
者
は
見
隠
い
て
屠
り
、
殊
に
首
都
ウ
イ
ー

ン
に
は
紅
會
民
主
主
義
の
思
惣
を
通
り
抜
け
て
來
た
貧
し
い
焦
燥
の
小
市
民

屠
が
多
く
、
彼
，
等
に
と
っ
て
は
、
オ
…
フ
、
ト
ジ
ア
の
陳
腐
な
鵜
國
主
義
よ
り

・
も
、
耽
禽
閏
主
義
を
通
っ
て
來
た
ド
イ
ツ
の
國
家
隠
忍
主
義
の
方
が
巌
か
に
魅

力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
2
と
．
り
如
上
の
見
地
か
ら
藷
嚢
は
、
オ
…
牧
ト
リ
ァ

の
濁
立
維
持
の
不
冨
能
で
あ
る
こ
と
を
論
叢
せ
ら
れ
、
次
に
ド
イ
ツ
と
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
の
総
懸
が
如
何
に
織
留
で
あ
る
か
を
遮
べ
て
、
観
点
合
郵
は
歴

史
的
に
必
然
的
な
現
象
と
観
て
醗
ら
れ
る
．
そ
し
て
署
籍
は
更
に
、
蕩
填
合

邦
は
ド
イ
ツ
の
受
方
進
出
の
歓
韮
を
瀧
足
さ
せ
た
一
嘱
．
と
共
に
、
む
し
ろ
詫
く

の
欲
求
に
拍
車
を
か
け
た
他
嘱
を
も
見
遁
せ
な
い
ぼ
念
∵
臼
十
頁
）
と
し
て
贋

ら
れ
る
態
度
は
油
H
に
値
ナ
る
も
の
で
あ
る
、

　
麟
ち
、
一
、
燭
強
含
邦
は
ド
イ
ツ
の
工
業
・
特
に
重
工
業
部
門
の
要
求
に
全
く

一
致
し
、
そ
の
獲
展
を
愈
＝
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
塁
三
賓
七
頁
）
と
し

て
濁
煉
ハ
合
認
〃
の
積
極
性
を
強
調
せ
ら
れ
、
他
禰
に
於
て
、
「
既
の
架
電
を
農
漁
采

纏
濟
よ
り
考
察
す
る
　
時
に
は
、
工
業
國
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
併
ム
π
は
、
ド
イ
ツ

第
一
マ
γ
闘
讐
　
第
黛
號

一
五
〇

の
試
料
購
題
を
解
決
し
た
の
で
は
な
く
、
反
っ
て
一
贋
霊
大
化
し
た
の
で
あ

る
し
［
T
、
二
百
九
頁
）
と
し
て
へ
／
締
｛
の
ド
イ
ツ
史
の
描
側
方
・
回
を
櫓
…
籍
せ
ら
れ
た
鰍
州

に
敬
雛
に
擁
ず
る
も
の
が
あ
る
．
、
殊
に
著
麟
の
歴
史
認
識
の
科
譲
・
的
態
度
は
、

、
ス
ヂ
ー
テ
ン
闘
聴
に
至
っ
て
愈
二
漂
く
、
譲
…
漕
に
幾
多
の
職
承
を
興
へ
る
も

の
が
あ
る
ウ
廓
ち
、
」
、
チ
ェ
ッ
コ
・
ス
μ
ヴ
ァ
キ
ァ
に
住
む
三
頁
萬
の
ド
イ
ツ

入
ー
ー
全
ぺ
日
の
二
十
コ
％
の
ド
イ
ツ
入
の
勢
力
が
如
何
に
大
き
い
も
の
で

あ
る
か
を
杣
運
べ
（
一
一
頁
七
・
γ
九
頁
以
…
卜
）
、
併
せ
て
チ
ェ
ッ
コ
人
と
ド
イ
ツ
人

と
の
斑
好
闘
爾
は
、
ズ
デ
⊥
ア
ソ
地
方
の
甥
譲
を
必
然
的
に
も
た
ら
し
た
と

説
剛
〃
せ
ら
れ
（
二
百
八
十
識
頁
以
下
）
、
更
に
鉱
麟
を
懸
け
て
、
「
智
～
に
常
時
の
ラ

　
エ
ツ
コ
・
ス
貸
ヴ
ア
キ
ア
は
…
亭
肉
刺
の
輿
孤
壇
に
毯
瓢
け
ら
胸
れ
た
生
？
稗
ハ
で
あ
っ
た
が
、

・
今
次
の
解
決
が
果
し
て
今
後
の
陸
界
峯
和
を
維
持
し
得
る
や
否
や
は
疑
問
で

あ
る
っ
≒
黛
齎
頁
）
と
し
て
、
飽
く
ま
で
料
畢
的
認
雛
を
保
存
し
て
糾
ら
れ
る

黙
に
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
更
に
旛
史
家
と
し
て
の
著
穀
の
態
度
に
は
、
購
徒
の
墨
ぶ
べ
き
多
く
の
も

の
を
含
ん
で
腸
る
。
鶴
．
ち
、
種
々
な
國
際
…
關
係
の
微
妙
な
動
き
の
多
毒
性
を

通
し
て
駆
更
現
象
を
認
識
せ
ん
と
さ
れ
る
態
縫
で
あ
る
。
こ
の
態
度
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
問
題
に
於
て
明
確
に
表
現
さ
れ
て
贈
る
。
即
ち
、
「
多
籔
ボ
ー
ラ
ン
ド

入
の
贋
住
す
る
テ
ツ
シ
エ
ン
地
方
の
合
併
は
ポ
，
撰
ラ
ン
ド
多
年
の
雷
獣
で
あ

　
つ
た
が
、
今
團
の
適
成
ぱ
全
く
ド
イ
ツ
と
の
密
接
な
提
携
の
賜
物
に
稀
な
ら

な
い
　
さ
れ
ば
ド
イ
サ
が
東
南
…
方
葱
へ
の
難
…
鐵
に
疑
念
ナ
る
隈
O
、
八
－
後
も

ボ
ー
ラ
ン
ド
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
糧
轟
携
を
省
p
裏
判
と
す
る
で
あ
ら
・
り
、
、
」
窺
二

樹
二
十
醐
…
頁
）
と
達
べ
、
反
面
に
は
、
【
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ド
イ
ツ
と
の
關
係
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
瀞
黒
黒
っ
て
極
め
て
禍
臥
妙
〃
．
で
議
の
り
、
｛
諏
」
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ド
イ
ツ

（　e｝‘t．o　’）



の
民
報
し
い
東
南
…
鷲
撮
を
憂
懸
し
た
も
の
か
、
最
抵
に
突
如
ソ
ヴ
イ
エ
ッ
ト

援
．
助
條
約
を
．
再
薙
認
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
が
流
ち
に
ド
イ
ヅ
と
の
親

誰
岡
闘
…
係
を
｛
浦
算
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
は
あ
る
が
、
…
帰
期
…
關
係
の

鋤
き
は
極
め
て
薇
妙
に
し
て
一
本
調
子
で
は
な
い
9
扁
（
蕪
百
歌
序
瀟
頁
）
と
解

…
明
せ
ら
れ
た
の
は
嚇
例
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
害
こ
そ
我
々
歴
史
家
は
勿
論
の
こ
と
、
　
一
般
現
代
入
の

教
養
の
書
と
し
て
も
、
萬
人
必
讃
の
雷
で
あ
る
こ
と
を
力
論
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
こ
の
書
を
藩
ほ
さ
れ
た
署
者
及
び
、
耽
ハ
の
協
力
嚢
と
し
て
努
力
さ

れ
、
現
在
中
支
方
面
の
第
…
繊
に
立
っ
て
御
活
躍
ゆ
の
萩
中
熱
弁
氏
に
…
封
し

て
敬
意
を
表
し
、
併
せ
て
未
來
の
御
多
発
を
お
斬
り
す
る
次
筋
で
あ
る
ψ

（
耀
概
山
房
｝
臼
総
構
羅
、
掌
編
八
十
一
巻
、
頁
獅
｛
三
菅
五
十
黒
、
難
訓
瑛
・
十
三
、
　
一

般
職
考
書
、
人
名
索
引
牧
野
、
昭
和
十
四
年
五
月
十
庶
欝
驚
（
行
、
窺
償
八
十

銭
）
〔
辻
本
倉
雄
〕

物
期
の
英
霊
國
曾
に
憶
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ヴ
ア
ン
ス
著

　
　
　
　
　
閑
く
鎖
嵩
ω
℃
図
引
O
h
夢
O
諺
簿
δ
畿
2
0
隔
℃
幾
一
塗
装
④
訴
ω

　
　
　
　
　
葺
め
旨
範
鋤
嵩
窪
“
ψ
O
難
①
譲
神
田
げ
象
三
ハ
錘
鍵
比
。
鷲
ぐ

　
　
　
　
　
ω
讐
ρ
詳
O
覧
三
〇
嵩
ω
’

　
ノ
ル
㎝
、
ン
國
愈
（
μ
謬
欝
σ
q
回
μ
離
ヨ
O
O
昌
O
剛
彰
鑓
尉
）
の
英
國
懸
口
6
簿
甑
欝
彰
O
漆
¢
へ

の
脱
胎
が
英
國
政
浩
組
織
に
激
し
て
與
へ
た
影
響
の
甚
大
さ
、
或
は
叉
英
國

憲
法
史
上
に
於
け
る
英
磯
路
懸
樋
の
占
め
る
地
位
の
重
要
性
に
就
て
は
今
更

述
べ
る
箔
も
な
い
．
．
英
膝
頭
を
届
く
全
．
て
の
綿
々
が
熟
議
す
ろ
如
く
、
6
銭
。
残

　
朝
孟
灌
の
絶
頂
と
言
は
れ
る
璽
N
き
。
騨
の
治
微
は
櫃
密
瀬
戸
キ
｝
輔
佐
と
す

　
る
專
鰯
政
治
で
あ
り
、
勢
多
を
ば
軍
に
課
税
機
關
と
し
て
取
扱
ふ
に
過
ぎ
な

　
か
っ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
ぢ
干
渉
を
再
三
再
．
四
金
，
ぜ
ら
れ
乍
一
3
も
爾
下
院

　
は
腹
愚
な
き
直
…
畜
を
女
三
に
輿
へ
…
漁
家
政
策
に
闘
す
る
彼
等
の
要
求
を
主
張

　
し
、
殊
に
そ
の
晩
年
に
於
て
は
次
代
に
於
け
る
國
黒
田
國
家
の
大
衝
突
の
豫

　
兆
を
ば
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
．
、
一
般
に
十
七
世
紀
の
憲
政
史
は
…
平
字
と
國

　
家
と
の
聖
徳
史
で
あ
る
と
云
は
れ
る
が
、
政
櫨
櫛
の
攣
化
と
ω
2
p
暴
諸
灘
の
抱

　
く
主
張
と
且
又
そ
の
國
命
日
自
一
蹴
の
内
的
攣
化
と
の
…
懸
章
は
容
田
勿
に
そ
の
雫
を

・
理
解
せ
し
む
る
で
あ
ら
・
つ
．
q
、
轟
く
鋤
回
誘
自
身
の
嚢
現
に
從
ふ
な
ら
ば
、
「
℃
9
葺
Φ
厭

　
「
大
僧
蕉
織
と
竃
郎
α
○
×
と
の
問
の
蒔
．
期
」
は
英
國
巾
批
畢
岡
の
開
翻
…
期
で
あ
っ

　
た
と
但
一
に
　
、
激
響
の
後
の
一
聯
の
勝
利
に
よ
る
藩
命
“
の
解
鍵
越
智
の
成
功
を
げ

　
表
渡
す
る
も
の
篇
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
）
か
贈
る
暁
代
の
歴
実
家
及
び
法
綱

　
史
家
が
國
ハ
曾
の
紀
～
糠
に
深
い
繍
心
を
抱
い
た
寓
は
常
然
で
あ
る
が
、
又
被
等

　
の
意
見
が
政
r
治
的
宣
鰹
の
爲
場
ひ
ら
れ
た
事
、
更
に
そ
の
研
究
の
方
向
や
性

　
格
に
政
治
的
…
結
果
の
影
響
し
た
で
あ
ら
う
事
も
蘇
…
か
で
あ
る
。
寮
實
こ
の
時

　
代
に
あ
っ
て
熱
情
や
鴬
雫
に
全
く
隅
れ
な
い
で
み
る
寓
は
不
可
能
で
あ
っ

　
た
。
從
、
つ
て
吾
々
も
そ
の
事
に
就
て
は
距
當
た
る
琿
解
を
以
て
、
こ
の
時
期

　
に
於
け
る
野
漆
起
源
論
に
饗
す
べ
き
で
あ
ら
う
．
．
勿
論
尉
く
窪
ω
の
濫
ふ
檬
に

　
Ω
＜
篇
≦
鍵
以
崩
の
斯
る
記
濾
は
後
の
も
の
程
著
名
な
3
嚇
の
で
は
な
く
℃
騰
響

　
峯
・
程
な
主
題
の
取
扱
ひ
も
又
ご
讐
門
・
誉
程
の
完
齢
し
た
魑
評
論
々
ζ
提
供
し
な

・
　
い
で
あ
ら
う
。
薦
も
今
紛
ほ
解
決
の
閏
題
が
既
嘘
に
始
め
て
濾
、
べ
ら
れ
て
る

　
る
廓
及
び
替
隅
時
の
憲
一
蚊
堅
陣
欝
悶
題
の
鯉
鴇
沃
を
寧
ろ
覆
繍
劇
に
訴
ふ
審
に
湿
て

　
試
み
た
斯
る
藷
　
作
の
意
養
は
縫
か
に
注
口
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ

（　6＋11　）
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